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Ⅰはじめに

最近、多くの大学においてランゲージ・ラボラトリー（略してLL）が設置されるようにな

った。そして、この流行は高校や中学にも浸透しつつあるOしかし、設置されたLLがどの程

度活用されているかということになると問題がないわけではない。これは、LLが、それが育

った背景を無視して、裸のままで輸入されてきたためではないかと思う。日本へのLLの導入

はLLという設備についてのみいえることで、LLを支える理論とか、LLを開発せねばなら

ない必然性などについての考慮が十分にはらわれていたとはいえない。

当然の結果として、LLについての、いろいろの誤解がうまれた。たとえは、LLさえあれ

は英語に弱い学習者が、ある日突然に、流暢な英語をしゃべりだすであろうと考えたり、LL

は教師のかわりをするのであるから、教師の労働負担が軽くなるであろうとか、教師がいらな

くなるのではないかという極論までがでそうな状態であった。また、ネガティブな誤解をする

人々の間では、教育は入間のみがおこないうるものであり、機械にはできないことであると

か、語学教師が枚桟の番人になりさがるのはかなわないといったような素朴な発言があった。

前者は横桟崇拝症であり、後者は横桟恐怖症であり、いずれも群盲象をなでる観がある。

ところで、筆者は、LLは語学教育にとって必須条件の一つであり、新しい語学教育を進め

ていくための、有力なteachingaidsの一つであろうと考える。LLを利用することによっ

て、奇跡を期待することはできない。また、教師の労働負担は軽くなるどころか、逆に重くな

り、LL専任の教官（管理者）をあらたに必要としているのが現状である。現在の時点におい

て、我々にいえることは、LLは、上のような事実にもかかわらず、なおかつ非常に大きな可

能性を秘めているということである。たしかに、教育上の「奇跡」は期待できないが、以前の

LLを使わないときの教育効率よりは、はるかに高い効率を期待することは可能であろう。

1964年度に設置された本学学芸学部のLLについての報告とともに、LLについての基本的

な概念について発表してみたいと思う。



舟 阪  晃  48  

Il大学の英語教育とLL  

l 英語教育の目標  

大学の英語教育には、概略的にいって、次の4つの面があるといえよう。  

（1）英語運用能力の開発  

（2）英語教育の技術と知識の習得ならびに研究  

（3）英語学の研究   

国 英文学の研究   

上記の4項目のうちの（1）ほ、道具（tool）としての英語を有効に操作する技術で、（2）、（3）、  

勘の分野において成果を上げるための最低必要条件とみなされる。（1）の段階で十分な成果を上  

げずに、（2）、（3）、勘の段階で、効率のよい研究をし、立沢な結果を残すことほ困簸であろう。  

理想的にいえば、（1）の段階の基礎は大学に入るまでに完成されているぺきであるが、現実に  

は、とうてい実現を期待できない。道に、大学の4年間をすべてtl）の段階にあて、（2）、（3）、糾  

はごく初歩的な紹介・概説程度にとどめ、本格的な研究は大学院においておこなうという考え  

方もひろまりつつある。いずれにせよ、（1）の段階ほ一度一定の水準に達すれは「卒業」してし  

まうような性質のものではなく、大学の高学年になっても、大学院にいても、常に持続的に訓  

練せねばならないと思う。ただ、英語運用能力の基礎の確立が早けれほ早いほど、（2）、（3）、勘  

への移行が早く、スムーズにおこなわれ、その分野における、より大きな成果が期待できると  

いえる。   

大学においては通常、専門課程と一般教育課程との区削がおこなわれるが、各課程は、本来  

独自の目標を明確にかかげるぺきである。英語について簡単に、また、理想的にいえば、専門  

課程の目標ほ英語教育、英語学、英文学の研究ということになり、一般教育課程のそれは基礎  

的な英語運用能力の確立といえよう。つまり、一般教育課程でほ、「聞き」、「話し」、「読  

み」、「書く」という技術の基礎を確立し、将来、専攻の分野の研究を始めたときに、基礎的  

な能力の不足により、本来の専門課程の目標の達成が阻害されないようにせねばならない。し  

かし、基礎的な英語運用能力の確立が、一般教育課程の最終段階で、成功したとしても、その  

程度の能力でもってすぐに、専門的な研究がスムーズにおこなわれることほない。あくまでも  

∵般教育課程の運用能力は「基礎的な」ものであり、専門課程においても、専門分野に必要な  

運用能力が開発されていかねばならない。また、「基礎的な」運用能力についても、専門課程  

の学生は常に訓練を続けていく必要がある。英語国民とはまったくちがった言語環掛こいる我  

々としては、特にこの点に留意する必要があると思う。結論的にいえば、専門課程の本来の目  

標は、上記の図式によれは（れ（3）、勘となり、その目標の達成のためには、（1）の英語運用能力  

が、一般教育課程において完成された基礎の上にたって、発展されねはならない。ただし、専  

門課程における英語運用学習は、本来、神助的なものである点を強調しておく。   

一般教育課程ほいうまでもなく、専門課程においても、英語運用能力の開発が必要であると  

のぺた。それでは、各課程においてどの程度の水準を要求するのが妥当、かつ、現実的であろ  

うか。二、三の英語教育者の発言を引用してみよう。   

Stack：   

The objectivewhich maybe set forlanguage teachingis to enable students to   
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tmderstar）d，SPeak，read，andwritetheforeignlanguage with native speed；into－   

nation，prOnunCiation，aCCent，ar］dflt］enCyOfspeechshouldbethatofan educated   

native speakerin normalconversation．1）   

Stackの要求はすこし高すぎるようである。すくなくとも、現実的な目標でほない0日本の  

英語教育を考えた場合には、大学の一般教育課程ではもちろんのこと、専門課程の最終段階で  

も、Stackの目標は無理である、というよりも不必要である。たとえば、聴解（understand）  

の段階では、英語国民が通常話す速度で理解することが要求されるであろうが、「話し」、  

「読み」、「書く」ときには、そこまで要求するのほ現実的でないように思える。特に、「話  

す」時にはそのことがいえる。また、抑揚、発音、強勢、流暢さについても、教育ある英語国  

民と同じものが要求されているが、この点でも水準が高すぎるといえよう。簡単にいえは、音  

素論的に許容できる範囲に入っていれは問題ないと思う。つまり、英語国民が理解できる最低  

限度をこえておれば十分である。   

Friesによれば、第1に、限られた語いの範囲で、音組織を習得し、第2に、構造上の道具  

を自動的習慣とした時に、人ほ外国語を「習得した」ことになる2）。Friesの目標ほ、Stack  

のそれより現実的であり、また、明確である。理想的にいえば、大学に入学した時に、すで  

に、Friesの目標に達しているぺきであろう。もしそれが実現されれは、一般教育課程におい  

てほ、音組織を定着させ、構造の基本的な型を習慣として操作する能力を定着・発展させ、新  

しい内容語の知識と用法とを拡充させていくことになろう。そうすれば、専門課程における目  

標ほかなり楽に速成できるといえよう。しかし、現実にほ、入学当時の学生は、「構造上の道  

具を自動的習慣とし」てはいないし、また、「音組織の習得」も完全でほない0 したがって、  

専門課程の目標を既述のものとした場合には、Friesの目標は、遅くとも、一般教育課程の最  

終段階で達成されていなければならない。もしそれより遅れる時にほ、専門課程の学習に支障  

をきたすであろうことは明らかである。   

最後に、やや不明瞭なのぺ方になってほいるが、La血の目標を参考までに引用しておくo   

Lado：   

Wedefine thegoalinlearningaforeignlanguage as theabilityto useit・under－   

standingits meanings andconnotationsinterms of the targetlanguage andculture，   
andtheabilitytounderstandthe speechandwrjtingofnatives ofthe targetculture  
interms of their mear］lngS aS Wellas their greatideas andachievements・3）   

Stack，Fries，Ladoの目標を参考にして、筆者の考える英語運用能力開発の目標をのぺてみ  

よう。  

（1）一般教育課程   

1、英語の構造の基本的な型4）を習慣として把握し、その習慣を確立する0  

1）Stack，E．M．：ThelJ叩uag8LlborLttOr〃and鳳de川Lmg｛LLag81bachJ；ng，（1960）・P・4・  

2）Fries，C．C．‥飢（｛ぐんf叩（肌dムαr彿ノg9もタ動g拓戒鵬qj句γ・叩怜ム叩沈“9e（1945），P・3・，   

太田朗翻訳、「解説外国語としての英語の教授と学習」（1962），P・5・  

3）Lado，R∴ム仇β晰‘ダβコ陀αCん叩（1964），P．25・  

4）ここでいう「型」というのは文法面の「型」ばかりでなく、英語の中にみられるすべての「型」を意   

味する。   
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2、新しい内容語を増やし、専門課程において専攻する分野の基礎的な教材を実用になる  

程度の速度で理解するための基礎能力の確立。   

大学においては、「聞き」、「話し」、「読み」、「書く」4つの能力は、必ずしも、調和  

を保って開発されねばならないわけでほない。各能力において、目標がかなり違ってくること  

がある。一般教育課程の場合、認知（「聞き」、「読む」）の面では、平易な日常的な発話を  

理解することはもちろんのこと、さらに、高度の内容をもつ教材についての初歩的な理解能力  

が期待されている。一方、発表（「話し」、「書く」）の面では、平易な日常的な発話を自動  

的習慣により′作りだせれは十分である。  

（勿 専門課程   

1、一般教育課程において確立された基本的構造の運用習慣を持続・発展する。  

2、専政分野において必要とされる新しい内容語の知識と用法を習熟する。   

一般教育課程においてほ「基本的な型＿】を習慣として体得することが目標であったが、専門  

課程においてほ、習得された「基本的な型」を基礎として、注意を「型」の上よりもむしろ伝  

達される内容の上へ向けることになる。つまり、英語を道具として自由に使い、より高度の学  

習を行なう。   

認知の面でほ、専攻分野における教材を深く理解する能力が要求される。特に、「読む」教  

材は高度のものになる。一方、発表の面でほ、「話す」能力よりも、「書く」能力が重視され  

る傾向が強くなり、自分の意見を間違いのない英語で書けるようにならねばならない○ つま  

り、専門課程においては、「読む」能力と「書く」能力に重点がおかれ、「話す」能力は一般  

教育課程において到達した高さを維持する程度と考えて良いであろう。   

2 言語学習の基本概念   

言語の棟能は、情報伝達と情意表現である。したがって、言語を習得するということは、み  

ずから、情報伝達や情意表現をおこない、同時に、同じ言語国民（または、それに相当する人  

々）の情報・表現を理解することを意味する。ところで、情報伝達や情意表現はどのような手  

段・によっておこなわれるか。いうまでもなく、物理的な空気振動と、文字である。しかし、空  

気振動と、文字とだけで、つまり、いいかえれば、表現実質（E叩reSSionSubstancel））だけ  

で、情報伝達が可能であろうか。表現実質のみが情報のすべての担い手であるといえるか、と  

いうふうにいってもよい。答ほもちろん否である。たとい、我々が与えられた音声を細心の注  

意をもって聞いても、また、与えられた文字を顕微鏡的に調査したとしても、その言語の内部  

構造を理解していないならば、伝達されている情報を理解することはできない2）。したがっ  

て、結論的にいえば、言語が伝達手段として本来の横能をはたすためにほ、同一言語国民の弼  

の中に習得されているであろう言語組織が前提として考えられねはならない。発話老の間に存  

在する表現実質ほ、言語組織によって「解釈」されてのちほじめて、意味を持つことになる0   

我々が母国語を使用している状態を反省してみると、いくつかの注目すべき事実を発見す  

る。たとえば、今まで一度も聞いたことがない発話をほとんど抵抗なしに理解でき、また、今  

1）Hjelmslevの用語。  

2）cf．安井 稔「構造言語学入門」，新言語学の解説（現代英語教育講座第3巻，1965）PP・32－37・   
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まで考えもしなかった発話を自由に作りだせる。実際上、これまでに聞き、また、話した発語  

をまったくそのままくり返すということほごくまれであるといえよう。このことほ、上にのぺ  

た「長房の中に習得されている言語組織fほ静的に貯えられているものではなく、動的に、新し  

い発話を作りだす力があるということを示している。さらに、我々が母国語で情報交換をしで  

いる場合にほ、頭の中にあると考えられる言語組織ほ意識のしきいにほ上ってこない。つま  

り、情報交換においてほ、我々の意識のほとんど大部分ほ情報の内容にむけられ、道具として  

の言語の使い方についてほほとんど無意識に対しているといえる。それでいて、母国語の文法  

に反するような発話に会ったときには敏感に反応することができる。   

以上のことを要約していえば次のようになるであろう。情報交換・情意表現が可能になるた  

めの前提としては、参加する人間の閉の中に共通の言語組織があるということ、その言語組織  

ほ新しい発話を生成する力を備えているということ、が考えられる。そこで、我々が言語を習  

得するというのは、その言語を使用する人々と同じ「生成力のある言語組織」を無意識の習性  

として体得することであるといえる。   

このような動的な言語組織を無意識の習慣として獲得するためには、「刺激」、「反応」、  

「強化」（reinforcement）の過程にしたがい、言語の運用をくり返し練習するのが効果的であ  

る。つまり、学習者は与えられた刺激に反応し、その反応の正否をただちに知らされることに  

より学習の強化が行われる。さらに、この一連の学習過程ほ何回もくり返され、学習内容が学  

習者の潜在意識の中に定着されることになる。この際、与えられる刺激は学習者の反応を導き  

出しやすいものでなければならないし、また、強化は、学習を効果的に進めるために非常に畳  

要な意味を持つもの1）であるから、特に基礎的な段階では、必ず与えねばならない。「刺激＿】、  

「反応」「強化」の過程ほ何回もくり返されるわけであるが、同じ程度でのくり返しではな  

く、徐々に困難な問題が導入されていく。しかし、もし、ある問題で正解できなかった時に  

は、その問題をくり返しおこない、正解をだしてのち始めて、次の段階の問題が与えられる。  

したがって、一つの問題から次の問題へのステップは十分小さくし、どの問題についても満足  

な解答がだせ、その結果、学習の強化・定着が効果的に実現されるようにする必要がある。こ  

のような学習を相当数、かなりのスピードで行ってのち、言語運用が一つの習慣として体得で  

きることになる。   

「刺激」、「反応」、「強化」という過程が言語習得のための最も効果的な方法であるとい  

うことほ疑う余地がないが、ある場合には、「刺激」、「反復」、（「記憶」）という過程が  

とられることもある。つまり、学習者は、刺激として与えられた発語を模倣し、それを記憶す  

る。しかし、これほあくまでも「刺激」、「反応」、「強化」の過程への導入として使われる  

ぺきもので、言語運用能力開発の中心的手段でほない。発話を‘作りだすということが、これま  

でに出会った発話の単なる模倣でほないということほ、既にのぺた。   

言語運用には、「聞き」、「話し」、「読み」、「書く」という4つの面がある。Stackは 

高校や大学の程度でほ、上記の順序にしたがって学習するのが、よい2）といっているが、日本  

の大学でほどうであろうか。現状では、4つの面をほとんど同時にほじめているといえる。実  

際問題として、Stac虫の息告を忠実にまもれば、大学の英語教育はごく初歩的な段階で時間切   

1）Lado，R．op．c；豪．，P．55．  

Hutchinson．J．C．耶6上（叩～．叩gんゐ0－て血γy（1963），P．40・  

2）Stack，E．M．，qP．Cil‥ P．5．   
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れとなる恐れがある。しかし、だからといって、Stackの忠告が無意味であるとはいえない。  

「聞き」、「話す」面での学習が「読み」、「書く」能力の学習に先行するということ、ま  

た、「聞く」方が「話す」ことに先行し、「読む」ことが「書く」ことに先行するということ  

は、大学においても、十分に考慮されるべきことである。   

「聞き」、「話す」面の練習は、単なるl‾会話」の練習ではなく、言語運用練習全体に大き  

い影響を与えるという事実に注意せねばならない。したがって、最終目標が「読み」、「書く」  

ことであったとしても、「聞き」、「話す」面での練習は必要とされる。このことはLadoの  

次の引用に明らかである。   

More fundamentalthanwhetherthecorrectorderof teaching the skillsislistening，   

SPeakiI】g，reading，and writingis the fact that readiI唱and writing are partialskills   

and exercising them constitutes partiallaI唱uage eXPerier）CeS，Whereas speaking and  

listening are total1ar］guage eXPeriences．The person thatlearr）S the totalskillscar）   

more easilylearn the partialones than vice versa．1）   

3 英語教育におけるLL利用  

「言語学習の基本概念」（Ⅱ2）のとこでのぺた考え方にしたがって、「英語教育の目標」  

（丁上1）を達成するために、通常与えられている英語学習の外的条件は非常に不十分なもので  

あるといえる。   

既にのべたごとく、言語運用能力を開発するためには、1人1人の学生に刺激を与え、反応  

を要求せねばならない。さらに、言語運用を習慣化してしまうためには、くり返しが必要であ  

る。しかし、1人1人の学生が「刺激」、「反応」の過程に直接的に参加し、その過程をくり  

返し行なうということほ、現在の1クラスあたりの学生数を考えてみれば不可能である。その  

上、刺激を与える人間は英語のnative speakerでなけれはならないが、その必要を満たす程  

多くの外人を期待することほ無理である。またさらに、専門課程の場合には、正規の専門の授  

業と平行して、「聞き」、「話し」、「読み」、「書く」という基礎的な運用訓練の授業を行  

うことは、教師の負担やカリキュラムの点からいっても不可能であるといえる。このような英  

語学習上のマイナス面を除くために、我々はLLを導入する。  

3、1 LLの種類   

LLにはいろいろの種類がある。どのLLを採用するかは、利用方法、目標、ならびに経済  

的理由によって決定される。費用を多くかけたLLも、目標に合致せず、利用方法が不適当で  

あれは、大きな教具を期待できない。また、ごく初歩的なLLでも、使い方によってほ、大き  

な成果をうみだすといえる。次に、LLの3つの種類についてのぺてみよう。  

（1）リスナー（Listener）   

LLと名のつく設備のうちで最も初歩的なものである（第1図参照）。1台または2台のマ  

スタ～・テープレコーダー（MTR）にいくつかのイアホン（E）を結びつけたものである。  

特にLL用の部屋を作る必要はなく、普通の教室に設置できる。費用も多くはかからない。教  

材ほMTI‡により、各学生のイアホンに達する。学生は耳から入った教材を利用して学習する  

1）Lado，R．op．¢′；‘．，PP．43－44．   
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のであるが、すべての学生がイアホンを使っているので、他の  

学生の学習を妨害することは、通常ない。送り出される教材  

ほ画一のもので、進度も一定に限られるので、通常の授業と同  

じように一斉に行わわる。この設備が有力であるのほ認知の面  

に限られるが、適切にプログラムされた教材を使い、時には、  

印刷教材を併用することにより、かなりの効果を期待できる。  

二
■
＝
－
、
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（2）能動的リスナー（active－Lister）er）   

リスナpに、ブrス（B、）とコントロール・デスク（ControIDesk）が追加される。各器械  

は、概略、第2図のように連結されている。この設備ほブー  

スを含んでいるので、特にLL専用の部屋を必要とする。教  

材ほMTIiにより各ブースに達する。学生はブース内のイア  

ホンを使い学習する。また、ブース内にほマイクがあるか  

ら、それにより自分の声を聞くことができる。同時に、学生  

の反応ほマイクを通じてコントロール・デスクに達する。コ  

ントロール・デスクには教師がいて、学生の反応をモニター  

し、必要な場合には、個人的に指導を与えることができる。  

学生はブースにより、他の学生から隔離され、その上、イア  

ホンを使っているから、学生間の相互妨害は、まず、ない。  

恥」  

第2図 能動的リスナー  

なお、MTRほ2台から4台位おき、同時に2から4の種類の違った教材を流すことが可能で  

ある。   

この設備の効力ほ、基本的には、リスナーの場合とちがわない。特筆すべき点は、学生間の  

隔離がより完全であるということと、学生を個人的に指導できるということである。   

（3）完全なLL（fu11－1ab）   

「能動的リスナ←」のブースの中に1台ずつのテープレコーダーが設置される。これにより  

LLの可能性が非常に大きくなり、言語運用訓練、その他の聴覚教育のための理想的な手段と  

なる。認知の面はかりでなく、発表の面の訓練も可能となる。   

この型のLLにおいては、おおまかにいって、2つの使用法がある。1つはブースのテープ  

レコーダーを使用せず、「能動的リスナー」として使用する場合で、認知面の訓練、教材から  

の情報の聴取が目的であるときにおこなわれる。「教材から情報を聴取する」というのほ、詩  

の朗読、講演、劇などを聞くことをさしている。他の使用法ほブーステープレコーダーを使う  

もので、概略、次のような手順による。まず、MTRにより教材が流される。ブースの学生は  

教材に対し反応をくり返しながら、同時に、ブーステープレコーダーを操作し、教材と自分の  

反応とを各自のテープに録音していく。通常、教材はテープの上面に、反応ほ下面に、録音さ  

れる。教材の送信が終了すると、ブーステープレコーダーも録音を停止する。次に、学生は自  

分が録音したテープを巻戻し、再生する。再生される教材と自分の反応とを比敦検討し、自己   
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評価をする。もう一度同じ教材で学習する必要を感じた学生は、各自のテープの教材を再生し  

ながら、自分の以前の反応を消去し、その場所に新しい反応を録音する。そして再び自己評価  

をおこなう。このように、MTRの教材がブーステープレコーダーのテープに録音されてしま  

った後は、学生ほブース用教材テープを持っていれば、いつでも学習する機会が与えられてい  

ることになる。なお、コントロールデスクからのモニター、指導ほ「能動的リスナー」のとき  

とかわらないが、学生ほ各自自分に適した教材を、自分に適した進度で学習していることにな  

るから、モニター、指導ほ予想以上に困難である。  

3、2 LLの設備の特長   

3、1においてほ、3つのLL設備の概略をのぺた。次に、それらの問にどんな利点、欠点  

があるかを示してみたい。ただし、下表にほ、参考のために、3つのLL以外の学習条件も加  

えられている。  

語学学習に望ましい量産られた条件～外人教師けごダ＿l リスナー1響禦㌔【1完全なLL  

出 回絡雑音を少なくする  き  × l x J △ 】 ○  
切 英語国民の発音に接する  】 ○ 【 0 1 0 1 0 1 0  
β）多くの個人語・方言に接する  x l 0 1 0 1 0 】 ○  

終）教材をくり返し提供する  【  ×  r  0 1 0 「 ○  了  ○  
（5）複数の教材を提供する  l x t x 】 △ l O 】 ○  
（6）学習者の反応をモニタ←する  0 l x l x l 0 1 0  
（7）自分に適した進度で学習する l x l x l x l x 【 ○  

但）余暇を利用し学習サる  l x  ×  l x l X l O  

（9）直接的・能動的に学習する   【 ×  ×  l △  l （⊃  ‡  ○  

㈹ 自分の声を聞き評価する  l x  x l x ト  △  O  
的 教師と学生との心理的接触  】 0 l x l x l x l x   

左たて欄にほ、英語運用能力開発にとって望ましい条件が挙げられ、表中の○印はその条件  

を充足していることを示している。×印は充足していないもの、△印ほ部分的に充足している  

と考えられるものである。上欄の「外人教師」というのは、普通のクラスに1人の英語の  

native speakerがつき、英語運用訓練を担当したものをさし、「テープレコーダ， 」というの  

は、普通のクラスで1台のテープレコーダーを使うものである。   

次に、「語学学習に望ましい条件」がどのように充足されているかを、 「与えられた条件」  

のちがいに注意しながら、調べてみる。   

（1）回路雑音を少なく   

学習効果を大きくするためにほ、教材が騒音などの妨害をうけることなく学習者の耳に達す  

る必要がある。しかるに、普通のクラスでほ40人とか50人、ときには、それより多くの学生が  

集まるのであるから、多かれ少なかれ、雑音が生じるものである。雑音を少なくするためにほ  

イアホンを使うのが最も手奄であろう。その上、ブースが設置されれば、雑音についての問題  

はなくなる。ところで、回路雑音を少なくすることが学習条件を改良することになる点に疑問   
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をはさむ余地はないが、実際に発話が交換されるときには、かなりの雑音が共存するのである  

から、雑音ということに神経質になりすぎる必要はないという議論も可能であろう。しかし、  

LLは会話練習のための設備でほなく、英語の組織をできるだけ早く潜在意識に定着させ、習  

慣化させるための手段である点を反省してみれは、雑音が少ない方が効率が高いであろうこと  

ほ明らかである。   

（2）英語国民の発音   

英語教材として、英語のnative speakersの発音したものを使うのは当然のことである。  

上表の「与えられた条件」はすべてこの条件をみたしているが、「外人教師」の場合が理想的  

な状態である。   

（3）多くの個人語（idiolect）、方言に接する   

発表の面では、学習者ほ一つの均質の方言が使えるようになればよい。たとえば、アメリカ  

人教師からアメリカ英語を習得した場合ほ、アメリカ英語での発表能力があればよいので、同  

時に、イギリス英語も使えなけれはならないということにほならない。ただ注意せねはならな  

いのほ、一つの方言を選んだときにほ、その中へ他の方言を混入しないことである。発音ほイ  

ギリス英語式で、文法形式はアメリカ式というようような奇怪なことになってほいけないとい  

うことである。特に、教材を作るときには、吹込老の方言に充分注意して編集する必要があ  

る。一方、認知の面では、出来るだけ多くの方言や個人語に接しておくことが畳ましい。多け  

れは多いほど良いのであるが、少なくとも、アメリカ英語とイギリス英語の標準的なものに接  

しておく必要がある。なお、「外人教師」のクラスでは、発表・認知両面において唯一の個人  

語に限定されるのが普通である。  

国 教材をくり返し提供する   

既述のごとく、言語の運用を自動的習慣として定着させるためにほ、同じ教材を何度もくり  

返し学習することが必要である。そのためには、教材がくり返し捷供されなけれはならない0  

「外人教師」の場合、この点で限度があろう。しかるに、テープレコーダーほ器械であるか  

ら、疲れることなく何回でも同じ状態で提供できる。しかし、「テープレコーダー」、「リス  

ナー」、「能動的リスナー」の場合と、「完全なLL」の場合とでは、少々1事情が異なる○  

つまり前者では、教材のくり返しのためには、MTRを毎回操作せねはならないが、後者の場  

合にほMTRの教材はブースのテープに録音されるので、学習者ほブース内のテープレコーダ  

ーを換作することにより、自分に必要な回数だけくり返しができる。   

（5）複数の教材を提供する   

学習者の能力・進度にほ差があるのが当然であるから、複数の教材が同時に送られれば便利  

である。これはリスナー以上、げんみつには、「能動的リスナー」以上の設備において可能で  

ある。   

（6）学習者の反応をモニターする   

学習者の反応をモニターし、学習者の反応に反応を返すことは、「外人教師」の場合に、最  

も理想的に実現される。モニターすることだけについていえば、「能動的リスナー」と「完全  

なLL」の場合にも可能であるが、学習者の反応に反応する（つまり、「会話」をする）こと  

はできない。「会話」というのは非常に多くの要素を含んでいるもので、現在の段階でのLL  

にあまり多くを期待できない。   
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（7）自分に適した進度で学習する   

「外人教師」から「能動的リスナー」までの段階ではすべての学習者は、原則として、同じ  

進度で学習することを期待されている。が、「完全なLL」の段階に達すると、学習者ほ自分  

の進度にあわせて学習することができる。これほ、「完全なLL」の特筆すべき利点の一つで  

あり、言語学習にとって理想的な条件といえる。   

（8）余暇を利用し学習する   

この条件を満たすためにほ、学習者ほいつでも希望するときに教材とLL設備の使用を許さ  

れ、その上、その設備は既述の（7）の条件を満たすものでなけれはならない。したがって、該当  

する設備ほ「完全なLL」のみである。既述のとおり、大学の専門課程における基礎的な言語  

運用訓練は、あくまでも、補助的なものであり、正規の授業の中へはくみ込まれない方が良い  

と思われるので、専門のLLは「完全なLL」であることが望ましい。   

（9）直接的・能動的に学習する   

「外人教師」や「テープレコーダー」の段階においてほ、通常、与えられた刺激に対し直接  

的に反応できる学習者は1人に限られ、残りの学習者はその刺激・反応の過程に間接的にしか  

参加していなことになる。たとえば、一つの刺激・反応過程に30秒かかり、50人の学習者がい  

るとすると、学習者全体が一度だけ直接に反応するのに25分必要とされる。ところが、もし、  

リスナー以上の設備があれば、すべての学習者が25分間に50の刺激・反応過程に直接的咤参加  

することになる。   

なお、「外人教師＿！や「テープレコーダー」の段階でほ、しばしば、学習者全体を同時に練  

習させることがあるが、この場合には、他の学習者のまちがった発音の影響をうけたり、自分  

の声が多数の声の中にまぎれこんでしまい、正確なフィードバックが実現できないこともあり  

うる。  

叫 自分の声を聞き評価する   

自分の声を客観的に聞くということほ言語運用訓練にとって非常に重要である。認知と発表  

とほ相補的なもので、認知だけでほ限度がある。「能動的リスナー」の段階でほブースにマイ  

クがあり、マイクの声はイアホンへ流れるから、ある程度客観的に自分の声を聞くことができ  

る。が、本当の意味で自分の声を聞けるのは、ブースにテープレコーダーが入った「完全なL  

L」の段階においてのみである。   

（叫 教師と学生との心理的接触   

教師と学生との問の心理的接触という点でほ、現在のところ、LLには問題があるといえよ  

う。しかし、LLは本質的にはteaching aidsの一つであり、当然、英語教育のすぺてではな  

いのであるから、人間的接触ほ別の湯で求められるぺきであろう。   

以上、LLの特長についてのぺてきたのであるが、最後に簡単に要約すれば、「リスナー」  

や「能動的リスナー」の場合は同一進度の学習が前撞とされるから、通常の授業のやり方とあ  

まりかわらない。そして、この段階ほ、本格的な言語運用訓練の手はじめとして、また、言語  

運用訓練が一応ある程度の水準に達したのち、内容を中心とした聴解訓練用として適してい  

る。「完全なLL」でほ、各ブースがまったく独立し、言語学習にとって理想的な外的条件を  

与えているといえる。また、「完全なLL」はいつでも「能動的リスナー」としての機能をは  

たしうるものであり、その点でも可能性が非常に大きい。   
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‡ⅠIJ止 教 材 論  

1 教材製作の基本概念  

「言語学習の基本概念」（Ⅱ2）のところで、言語習得というのほ、言語組織を頭脳に定着  

させ、言語生成能力を身につけることであるとのべた。我々日本語を母国語とするものは、全  

威力のある日本譜組織を無意識のうちに体得しているといえる。言語組織は、普通、意識のし  

きい下にあるが、それは、我々の言語行動ばかりでなく、我々のほとんどすべての行動山思  

考方法など－を規制している。日本人は日本語らしい言語行動をするように期待されている  

し、事実、外国語を学習した経験のない日本人には、目本譜らしくない言語行動をするという  

のは室薙の業であろう。また、外部から日本語らしくない言語組織や発想法が与えられた場合  

にも、それを、日本語らしく翻訳してから、理解していくことになる。たとえば、英語を知ら  

ない日本語のnative speakersが、〔stri：t〕という音を耳にしたら、最初ほ、認知困難に陥  

り、次になれてくるにつれて、〔sutori二tO〕と解釈して、安心する。これは一例を上げたま  

でであるが、母国語の組織がその言葉を使う人間の行動全体を規制しているということは疑う  

余地がない。   

したがって、外国語を学ぶときには、学習者の頭の中では、母国語と外国語との衝突が起る  

といえる。衝突に際して、どのような相互干渉がおこるかは、二言語の組織上の違いにより左  

右される。母国語と目標語（targetlanguage）とが同語族に属しているときには、母国語の干  

渉が目標語の習得にある程度プラスに働く。しかし、語族がまったく違う日本語と英語のよう  

な場合、母国語の干渉ほほとんどいつでもマイナスの働きをする。したがって、日本人が英語  

を学ぶときには、たとえ両言語に現象的に似かよった点があったとしても、両言語は全体的に  

はまったく違ったものであると考えた方が良い。   

そこで、我々が英語の教材を作るときにほ、日本語と英語との衝突がどのような相互干渉を  

生みだすかを調べておかねばならないことになる。そのためには、日本語と英語との科学的な  

記述を比敬検討し、また、その比硬検討の結果に基づいた臨床的な調査を行なわねばならな  

い。   

ところで、言語にはそれぞれ「言語らしさ」がある。日本語には「日本語らしさ」が、英語  

には「英語らしさ」が、それぞれある。今、英語を例にとってみると、「英語らしさ」という  

のほ決して均質的なものではない。たとえば、発音の面には、独特の「英語らしさ」があり、  

単語の配列の仕方には発音面とはちがった「英語らしさ」がある。したがって、英語は一つの  

均一の「らしさ」で説明されるのでほなくて、いくつかのCOVerageの小さい「らしさ」がよ  

り集って英語全体の「らしさ」を構成しているといえる。このように、「らしさ」の均質性を  

よりどころにして、英語の中にいくつかのレベルを設定することができる。が、このような下  

位レベルの設定ほ言語学的な要求によるものであり、このことから直ちに英語学習においても  

同質の、同数のレベルを認めねばならないわけでほない。実際上、言語学者によって設定され  

るレベルの数や質は必ずしも一致しないのであるから、教育上のレベルほ、言語学的知識ばか  

りでなく、学習心、理学や実際の教育の場における経験などを動員して、独自の立場で決定され  

ねばならない。しかし、教材を製作する時には、言語学的知識が非常に重要であることほ否定  

できない。我々が日本人のための英語教材を製作する時にほ、前提条件として、英語ばかりで   
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なく、日本語の「らしさ」の下位レベルについても調べておく必要がある。   

言語学的な見地に立った時、日英語の「らしさ」の中にどのような下位レベルが考えられる  

かは、学者によりさまざまである。ここでは次のように考えておく。  

（1）音 声 学  

（2）音 素 論  

勘 形態素諭  

（3）音素配列論  

（5）形態素配列論   

（6）形態音素論   

（7）意味構∋董論  

（2）勘は要素を問題とし、（3）t5）ほ要素の配列を問題にしている。（5）の形態素配列論ほ非常に包  

二括的なレベルで、いわゆる「語」を中心としてさらに下位区分することが可能である。また、  

「語」より大きい要素を問題とするレベルにおいても、「語」を配列して核文（kernelsen－  

tences）を作るレベ／L／と核文を変形して派生文（derivedSentenCeS）を作るレベルとを区分す  

ることが可能である。   

ごく概略的にいえば、音声教材でほ（1）（2）（3）（6）が中心的なレベルとなり、文法教材では（5）が、  

語い教材でほ勘（5）（7）が、それぞそ最も必要とされるレベルであるといえる。また、応用教材  

一言語の運用練習の声めではなく、情報の内容に重きをおく教材一においては（1）から（7）の  

全レベルはいうに及ばず、◆目標言語のnative speakersが持っている文化のパタソまでが関係  

してくる。   

上にのぺたように、日本語と英語の中にはいくつかの下位レベルが設定され、各々のレベル  

は他のレベルに対し自立性をもっていると考えられる。また、多くの場合、両言語間には対応  

関係のある㌣ベルがあり、両言語の比硬というのほ、対応関係（かならずしも一対一ではない）  

にあるレベル間の比：較を意味している。   

音素論のレベルでいえほ、両言語の持つ音素はそれぞれの言語体係内において独特の位置  

（価値）を与えられているから、一対一の対応を求めることは困難である。が、現象的にみれ  

ほ、かなり重複する部分があるし、一方、まったく重複がみられない場合もある。たとえば、  

日英両語は／p，t，k／を共有（げんみつな意味ではなく）しているが、英語の／f，Ⅴ，♂，  

る／などは日本語にはみられない。また、音素配列論のレベルでは、両言語はまったく違った  

「らしさ」を持ち、英語ほCVCパタソで、日本語はCVパタソで説明される。   

形態素のレベルでは、音素論の場合と同様に、現象的に両言語が似ていることもあるが、各  

要素が構造全体にしめる位置は両言語においてまったく違っていると考えねばならない。たと  

えば、英語の些という単語ほ日本語の「手」という単語に対応することが多いが、前者が  

the－Of a clock という環境に起りうるのに対し、後者は「時計のp」という環境にほ通  

常現われない。なお、形態素配列論のレベルにおける両言語のちがいはいうまでもない。   

以上、「らしさ」の下位レベルにおける両言語のちがいを断片的にのべたのであるが、日英  

両語の比較ほ－－しかも、すべてのレベルでの－非常に大きい問題であるので稿を改めて扱  

ってみたい。  

2 教材の種類  

教材ほ大きく2つの種類に分深される。一方は、英語運用能力そのものを開発するためのも   
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のであり、他方は情報の内容に重点をおいた運用能力開発用教材である。前者を「基礎教材」、  

後者を「応用教材」と呼ぷ。  

2、1 基礎教材   

基礎教材製作のための注意点   

1、吹込老ほ教育ある英語国民であること   

2、学習者が、常に、みずから、活発に反応するような教材にする。   

3、英語に三ヒ工ではなく、英語そのものを運用させるような教材を作る0   

4、問題ほ組織的に配列し、ステップをできるだけ小さくする。   

5、「刺激」、「反応」、「強化」の過程をまもり、常に、強化（reinforcement）を与え  

る（下図参照）。  

強 化  

正 しい反応  

反  応 L  l反  

ブーステープに現われた学習過程   

（1）音声教材   

日本人が認知・発音しにくい音を調査し、困難点を重点的に扱った教材を準備せねばならな  

い。教材の提示順序は分節音素から超分節音素に移行するのが妥当であろう。しかし、分節音  

素はそれだけ独立に扱うのではなく、語または女の環境において扱った方がよい。1）  

（勾 文法教材   

文法教材としてもっとも適した形式ほ、いわゆる′くタン・プラクティスであろう。パタソプ  

ラクティスの教材を製作するときには、呂標の言語を充分研究し、その言語組織の重要な点を  

効果的に配列せねばならない。また、ステップを充分に小さくして、学習過程がスムーズに累  

積されるようにする必要がある。学習のスピードが上がり、同じ練習をくり返すにつれて、パ  

タソが無意識のうちに習得され、最後には、意識を′くタンの上へではなく伝達内容の上へ向け  

ることができるようになる。この段階に入ってはじめて、学習者はそのパタソを新しい習慣と  

して体得したことになる。しかし、これほ、そのパタンを使って現実の場で役が立つような会  

話ができるということを意味しない。会話をスムーズにおこなうためには、現実の場において  

習得したパタソを使う練習をしなけれはならない。これほ決してパタソ・プラクティスの欠陥  

ではない。もともと、会話の練習とパタソ・プラクティスとはちがったものである○ただいえ  

ることは、パタソを十分習得していれば、そうでない場合よりも、会話への移行が早いであろ  

うということである。  

／くタン・プラクティスの訓練項目としてほ、Substitution．expansion・tranSformationなど  

が考えられる。  

（3）語い教材   

いわゆるパタソ・プラクティスでは、語いの数を限定し、パタソの運用練習をすることを目  

ざしている。したがって、語いを豊かにするために、語い教材を必要とする。しかし、語い教  

1）Lado，R，，呼．e′£．，P．79．   
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二材というのは、言語学習の初期の段階である中学や高校の初年でほ有効であろうが、大学程度  

では不必要ではないか、と思われる。もっともイディオム（idiom）の練習などは効果が期待  

できる0大学程度における語いの増加ほ「応用教材」や「読み」・「書き」の過程によってよ   

り効果的に実現されるであろう。   

2、2 応用教材   

応用教材というのほ、情報を正確に、早く理解し、また、自分の意見や伝達すべき内容を正  

確に発表する能力を養うための教材である。この種の教材は完全なものが1つあればよいとい  

うものではなく、できるだけ多く集め、「テープ・ライブラリー」を作るのが良い。  

（1）聴解用教材   

講演、演説、朗読、劇、映画などを録音したもの。  

（2）発表用教材（口頭）   

口頭発表を導き出すような刺激となるものすべてを含む。与える刺激としては次のようなも  

のが考えられる。（A）聴解用教材、（B）言語的刺激（idiomなと）、（C）視覚教材、（D）日本  

語（日本語を英語に訳させるもので、高度の長那削こなると、「同時通訳」に達する）、（E）刺  

激をまったく与えずに口髭自由作文を練習させることもできる。  

（3）発表用教材（筆記）   

筆記による反応を導き出すような刺激となるもので、LLと関係があるものだけに注目する  

と、（A）聴解用教材、（B）言語的刺激などになる。その他に、書き方（綴りや句読法）の訓練  

用教材としてはディクテrショソ（dictation）教材が考えられる。  

（4j 会話用教材   

会話を録音したもので、会話のやりとりや全体の雰囲気になれさせるためのもの。  

（5）特殊な教材   

たとえば、音声記号や抑揚の書き方を訓練する教材で、聴解用教材の中に適当lなのがあれば  

二転用してもよい。  

ⅠⅤ 岩手大学学芸学部のLI」について  

1 ま え が き   

岩手大学学芸学部には、1964年5月末、LLが設置された。このLLは「能動的リスナー」  

の段階であり、また、録音窒や教材編集用テープレコーダーもないというのが現状であるが徐  

々に充実していく計画である。なお、1965年度からは、ブースにテープレコーダーが入り、  

「完全なLL」として使用できるほずである。1964年度は実験的使用のみにとどめるつもりで  

あったが、10月から12月までほ、かなりの時間、実際の授業に利用した。以下は本学のLLな  

らびにその運営の紹介である。利用期間ほ短かかったが、その際出てきた問題点についてのぺ  

てみたい。  

2 年次計画  

1964年度  

（1）LL設備の拡充……特に、「能動的リスナー」を「完全なLL」にすること。   

伺 教材テープ製作の原材料として、市販テープ・レコードを購入する。   
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（3）教材製作のための基礎資料を集め、実験的に教材を製作する。   

勘 実際にLL学習を授業の中へとり入れて、運営面の問題点をしらぺる0   

1965年度  

（1）LL設備の完成……録音編集用テープレコーダーの購入、録音宝の完成など  

（2）市販テープ・レコードの購入  

（3）教材テープを作り、テープ・ライブラリーの基礎を作る。   

国 運営面の問題の調査と解決  

3 設  備   

本学のLLほLL教皇と録音編集室とからなっている。  

（1）LL教室   

教室の前面の教壁上にほコントロールデスク、教壇横には教材送りだし用の2台のマスター  

・テープレコーダー（MTR）がある。教室内のブースの数は32である。コントロールデスク  

上にほ32のモニター・通話スイッチやマスター・テープレコーダーの遠隔操作スイッチなどが  

ついている。ブース内にほ 、マイク付ヘッドフォン、プログラム選択スイッチ、ヘッドフォン  

・マイクの音量ボリューム、教官呼出し用のボタンとランプがある。教室前面上部にほ3つの  

スピーカーがあり、左右の2つは放送用、中央の1つほモニター用である。以上のように、64  

年度は「能動的リスナー」の段階であったが、65年度からほ「完全なLL」の設備になる○  

（2）録音編集室   

録音編集室にほ、防音録音宝が作られ、教材編集用テープレコーダーが設置されねばならな  

いが、現在（65年4月）のところ、両方とも実現していない。  

4 教材について  

1964年度に本学のLLで使用した教材は、音声教材、文法教材、聴解教材、▲の3種類である0  

4．1 音声教材  

4．1．1 認知テストの実施  

1964年6月に、「英語音声学」（専門課程）に出席している学生を対象としてLadoの「日  

本人のための聴覚テスト」1）を実施した。問題は、日本人として認知困離であろうと推測され  

るminimalpairを含んだ3つの焚からなっている。たとえば、／iy／と／i／との対立の認知を  

調べる場合には、   

1、Sheis going toleave．  

2、Sheis going tolive．  

3、Sheis going toleave．  

という3つの女を、英語のnativespeakerが同じ抑揚、強勢で読み、学生ほ「同じ」と認知  

した文の番号を答える。これは音声記号で解答させるのではないので、「音声学」を学習する  

前でも使用できて便利である。なお、学生ほ、このテストをLLで受験したから、外的条件の  

不公平ほない。  

4．1．2 認知テストの結果  

1）Lado，R．，「日本人のための聴覚テスト」、言語科学と言語テスト（英語教育シリーズ16・1962）   

PP．59－75．   
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上記の「日本人のための聴覚テスりの解答用紙のうち50枚を選び、認知困離な順番に配列  

すると下表のようになる。  

（1）母 音  

境】正  解  率（％）  困  難  環
 
 

音
 
 

母
 
 

立
 
 

対
 
 

位
 
 

置
 
 

l   し1 。座  26  

記／q  b‘tl  
】   

32  

i／e  【  b⊥t  

4  q／a  】  し（▲耶  】  39  

5  E  i／e  l  p／n  L  

48  

6  a／q  p／t  1  

56  

bノnd  1  

56  7  l  e／記  

8  l  iy／i  t  lノv  1  

58  

a／記  I  r／n  】  74  

uw／u  F  k′d  】  81  

11  】  a／n  】  1′k  

12  【  i／8  ≧  Ⅴ）d  r  

88  

13  L  記／a  l  b′k  1  89  

14  l  ∂／8  s→1  F  92   

同じ対立母音でも、それがしめる環境により、認知にかなりの差がでている。たとえば、  

e／紀は（1．7）1）、記／qは（2．13）、i／eは（3．5）、n／∂ほ（4．6．11）、なとである。  

とくに、記／aの対立ほ環境により非常に大きな影響をうけているといえる。概略的にいえば、  

母音の三角形において、隣同志ほ認知しにくいといえるが、舌の位置の高いiy／iやuw／uほ想  

像以上によく認知されている。また、音素とゼロ（¢）との対立は、上表に関するかぎり、教  

材の中へとり入れる必要はなさそうである。   

教材製作の際に重点を置くべき母音対立ほ、（1）ze／e、（2）i／e、（3）iy／i、勘2e／q、（5）a／  

a、（6）∂／記、（7）uw／uなどであり、特に、このうちの最初の3対立は注意する必要がある。  

（2）子 音  

立
 
 

対
 
 

位
 
 

応
只
 
 

困  難  率（％）  

1  †  b／V  l  ♯＿盛t   

2  l  羞パ  【  畠iy＿aγ  】  2  

3  l  ∂／Z   kl（iw＿iヤ  】  9  

4  F  b／f  F  ＃LJylz  r  15  

5  り／n  γ義一♯  24  

1）カツコ内の数字は困難度順位。   
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γe＿aSt  】  24  6  】  d／γ  

7  羞パ  岳  pI占一aγ  】  29  

8  l  s／β  l   ＃－dht   】  32  

t／己  l  ♯－iyt∂γ  

b／V  】  ＃」jwt  

γ慶一♯   

＃一由γiy  

g／γ  ba∋一i刀  L  63  

別＿eγ  】  63  

t／己  】  ♯臍」yk  

s／昌  
1  ♯一ip  】  70  

18  
t  dパ  I  di－jt  1  75  

19  
l  d／γ  se一川  1  81  

t／1  1  spl－iり  

羞パ  】  sly－iり  

d／y  l  盛n－1y   

正解率の巾をみると、母音の場合ほ26％から92％までであったが、子音の場合には、2％か  

ら89別こ及んでいることがわかる。このことから、子音の方が母音より認知できにくい面があ  

るといえる。また、環境のちがいからくる認知の難易は、やほり、子音にもあり、b／V（1、  

10）、ゑパ（2、7、21）、h／f（4、12）、り／n（5、14）、d／γ（6、19）、t／e（9、  

16）、g／り（13、15）、dパ（18、22）などがある。   

対立子音の教材としては、上のテストに関するかぎり、次のものが必要とされるであろう0  

（1）b／V（2）h／f（3）∂／Z削り／n（5）s／叩）m〃（7）g／坤）羞パ  

4．1．3 音声教材の紹介  

1964年度に製作した音声教材は「能動的リスナー」用のものであり、「完全なLL」用とし  

てほかならずしも適さない。「完全なLL」ではくり返しの必要なところほ、ブース内のテー  

プレコーダーをくり返し操作すればよいから、教材はくり返しの部分を全然もたなくてよい0  

ところが、「能動的リスナー」の場合にほ、くり返し教材を送るためには、マスター・テープ  

レコーダーをくり返し操作せねはならない。しかし、教師ほモニターや指導の任務があるか  

ら、できるだけマスター・テープレコーダーの操作ほ簡単にしておく必要がある0 そこで、  

「能動的リスナー」ではマスター・テープレコーダーをくり返し操作する代りに、教材テープ  

の中に同じ内容をくり返し録音しておく。したがって、以下に示すように、64年度の教材はく  

り返しの部分を多く含み、「完全なLL」用教材とくらぺて、2借程時間が長くなっている0   

音声教材ほ「聴く」（Listen）部分と「反復する」（Repeat）部分とからなる0上記の認知   
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テストで問題となった対立音素を、それぞれ練習し、次に2つの音素を対立させて練習し、最  

後に認知テストが録音してある。なお、テストの枠は単語と文であり、単音そのものは扱って  

いない。   

音声教材実例  

練習項目〔e〕vs〔2e〕（Tape No．E5－3）  

（項目）（指示）  

〔e〕 Listen：breakfast，Weather，……1）  

Repeat：breakfast P，2）weather P，……  

Listen：breakfast，Weather，・…・・  

Repeat：breakfast P，Weather P，・・・”  

Listen：The men felldead．  

Let them ringthe bell．  

She read theletterin bed．  

Repeat：The mer）felldead．P  

Let them ring the bell．P  

She read theletterin bed．P  

〔ae〕 Listen：act，atOm，atlas，‥…・  

Repeat：act P，atOm P，…・・・  

Listen：act，atOm，atlas，…‥・  

Repeat：aCt P，atOm P，……  

Listen：The actor acted Hamlet  

The ham has too much fat．  

（練習枠）   

word  

SentenCe  

SentenCe  

word  

SentenCe  

Repeat：The actor acted Harn1et．P  

The ham has too much fat．P  

〔ae〕vs〔e〕Listen：bad－bed，bag－beg，had－head，……  WOrd  

Repeat：bad－bed P，bag－beg P，had－head P，……  

Listen：bad－bed，bag－beg，had－head，・・・・・・  

Repeat：bad－bed P，bag－beg P，had－head P，・・・・・・  

Listen：The man saw the men．  

The wren ran away．  

Is this a pan or a pen？  

Repeat：The man saw the man．P  

The wren ran away．P  

SentenCe  

SentenCe  

1）この教材は開拓社のttlmprove Your English Pronunciation”テープ（1964）をもとにしている。  

2）Pのところにはくり返しのためのポpズ（pause）が入れてある。   
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Is this a pan or apen？P  

〔2e〕vs〔e〕Exam：bed，beg，had，…”・  WOrd   

テスト（Exam）は、「強化」のためのもので、採点用のものではない。テストは、問題に  

している対立音素のどちらかを含む30の単語よりなっている。学習者は、下記のような解答用  

紙と正解表とを与えられ、自己採点する。  

1  2  3  4  1  2   3   4  

正 解 表   解 答 用 紙  

音声教材として実験的に製作された教材ほ次のとおりである。  

（1）TapeNo．E5－1：／iy／vs／i／  

（勾  E5N2：／i／vs／e／＆／ae／vs／a／  

（3）  E5H3：／e／vs／2e／＆／ey／vs／e／   

勘  E5－4：／OW／vs／oh／＆／uw／vs／u／  

（5）  E5q5：／ahr／vs／∂hr／  

4、2 文法教材   

64年度後期に実験的に使用したのほ簡単な問答形式のものである。これは、いわゆるパタソ  

・プラクティスほど包括的・組織的なものではなく、言語刺激に対する反応速度を上げるため  

のものといえよう。   

文法教材実例   

LessoI】7（Tape No．E7N3）  

Whose hat doIwear？Pl）  

Youwear your own．P  

Whose book doIread？P  

Whose hat do youwear？P   

上記のように、前部では、「刺激」、「反応」、「強化」、の過程にしたがい、後部では、  

「刺激」、「反応」、のみで「強化」はおこなわれていない。なお、現在、この教材に代るぺ  

きものとしてLadoの「パタン・プラクティス」を検討中である。   

教材として使用されたものは次のとおりである。  

（1）E7－1 Lessonsl＆ 2  

（2）E7－2 Lessons 3 ＆ 4  

（3）E7－3 Lessons 5、6、7 ＆ 8   

勘 E7－4 Lessons 9、10、11、12、13＆14  

（5）E7－5 Lessons15、16、17、18＆19  

1）この教材は開拓社のttThinkingin English”レコード（1963）をもとにしている。   
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（6）E7－6 Lessons20、21、22、23、24＆25  

（7）E7－7 Exam．  

4、3 聴解用教材（応用教材）  

4、3、1“WorldTqpics，，   

N11K・FM放送のEr］glish Hourの‘‘WorldWideTopics”（火曜・木曜の9：20－10：00  

p・m）を録音・編集したものである。放送内容は“WorldTopics”とpopt］1armusicとから  

なり、英語のnative speakerが捜当している。64年度には、40分の放送の中から、教材とし  

て適当と思われる内容を選び、20分位の教材を製作・使用した。1回に使う教材は2から3の  

topicsを含んでいる。テストとしてほ、教材ごとに7から10の設問を印刷して与え「聴解テ  

スト」とした。この教材は内容が面白く、また、新鮮なので教材として非常に適しているとい  

える○ しかし、内容ほ時事的なものが多いから、1度製作すれは何年も使えるという性質のも  

のではなく、毎年新しい教材を準備せねばならない。   

編集した“WorldTopics”教材は次のとおりである。  

（1）E6ql“WorldTopics”（1）＆（2）  

（2）E6－2“WorldTopics”（3）＆勘  

（3）E6－3“WorldTopics”（5）＆（6）  

・4、3、2 文学作品   

英詩の朗読、シェークスピアのレコードなど。  

5 授業と運営、管理   

5、1 授 業   

64年度のLL授業の週間プログラムは次のとおりであった。空自の時間は、LL授業はな  

く、教材製作のためにあてられた。  

（1）英文学史（前期）   

英文学史の時間の一部を利′用し、英文学作品を鑑賞するためのもの。  

（2）英文学特認（後期）  

Shakespeareの作品の講読後、残り時間を利用し、作品の該当分のレコpドを聞くもの。  

（3）音声学（通年）   

前期にほ「音声学」の時間にLLを使用した。しかし、そうすると音声学の時間はLL学習  

のみになり、「講義」のための時間はまったくなくなった。そこで後期では、正規の音声学の   
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時間には「講義」を行ない、3A、．3B、3C、3D（上表参照）の時間．にそれぞれ、同一  

の音声教材（上Ⅴ．4．1．3）をくり返し流した。したがって、音声教材ほ、1週間に、同じ  

ものが4回流されたわけであるが、学生が、音声学演習のためにLLを利用するのは、平均1  

週間1回、多くて2回であった。これほ、学生数に対しブースの数が少ないということ、、「完  

全なLL」ではなかったので教材くり返しにかなりの困難があったこと、などの理由によるも  

のである。なお、64年10月7日から12月10日までに使用した教材は次のとおりである。  

／e／vs／2e／、／ey／vs／e／、／e／vs／i／、／iy／vs／i／、／Oh／vs／ow／、／uw／vs／u／   

国 英語学演習（後期）   

LL授業を実験するために特に設けられた時間で、全時間、LLを使用しての練習がおこな  

われた。教材は文法教材として、既述の問答形式のもの（ⅠV4．2）と、聴解教材として  

“WorldTopics”（ⅠV4．3．1）を使用した。問答形式の練習（約15分）を2回、その後、  

“World Topics”（約20分）を2回または3回流した。前者は毎週新しい教材を使用したが、  

後者は、「聴解テスト」の結果が満足のいくものになるまで、同じ教材をくり返したので、1  

つの教材が2、3週にまたがることもあった。なお、64年10月9日から65年2月5日までに使  

用した教材は次のとおりであった。   

（問答形式のもの）  

Lessor）6 ～ Lesson25   

（“World TQPics”）  

WorldTopics（1）～World Tcpics（6）  

5、2 管 理   

LLほ、特に初期の段階において、非常に多くの人力を必要とする。また、LL運営が軌道  

に乗ってからでも、これまでの教官の兼務ではとうてい処理できない程の雑務が予想される。  

64年度における本学のLLを組当（兼務）した教官の主な仕事は次のようなものであった。  

（1）教材テープ・レコードの選択と哲人   

教材の原料とするための市販テープ・レコードの選択や購入ほ大部分LL担当教官の仕事で  

あった。  

（2）教材の編集・製作と整理   

市販のテープ・レコー ドのほとんどほ、LL専用に製作されたものではないので、その中か  

ら本学の学生に適当と思われるものを選び出し、編集・製作する。また、テープの内容を調べ  

テープ・カウンターの数字で記録1）したり（これをしておかないと、テープのどの部分にどん  

な内容が入っていたかわからなくなり、教材製作の能率が非常に低下する）、テ←プのカード2）  

を作ったりする仕事もある。  

（3）LL関係資料の収集と分析・整理   

LL用教材製作のための基礎資料や学習効果測定の結果などの集計・分析の仕事   

困 機械類の管理・整備   

「能動的リスナ←」ほ、「完全なLL」と比較すれば、その機構は非常に簡単である。それ  

1）実際にはテープ・カウンターは相当の誤差を生じるので、テープ・カウンターの数字をそのまま信用   

するわけにはいかない。  
2）図書に対し図書カードがあるように、テ←プについての情報を記入したカードである。   



¢8  舟 阪  晃  

にもかかわらず、故障が頻発した。故障の発見、業者への連絡は担当者の仕事である0   

伺 LL授業の実施   

LL教材の欠点を探すためにも、また、LLを実際に使った場合どのような問題が現われる  

かを調べてみるためにも、LL授業の実施が必要であった。ただし、LL授業の実施は担当者  

のみが行ったわけではない（ⅠV5．1参照）。  

（6）LL教皇の管理・整理   

使用後、MTRやコンソールの電源を確認すること、ブース内の横械が「OFF」になってい  

るかを点検すること、などが主な重要な仕事である。  

6 本学のLLの問題点   

6、1 設 備   

LL教室の設備は、一応、完成したと（1965年4月）いえる。が、録音編集宝にほまったく  

て設備がなく、教材阪集・製作用のテープレコーダーもないので、教材製作には困難をきわめて  

いる。64年度、つまり、「能動的リスナー」の時には、LL使用時問がごく限られていたか  

ら、あき時間にMTRを代用して教材を作ったのであるが、65年度には「完全なLL」となり、  

LL教皇はほとんど毎日開放され、MTRで教材を製作することほ不可能となる。また、防音  

装置のある録音皇も必要とするわけだが、現在の時点においてほ、教材編集・製作用のテープ  

レコーダー（ミキサー付）を設置するのが急務であるといえる。  

6、2 教 材   

教材についての問題点として最大のものは、LL専用教材として市販されているものが少な  

く、学校ごとに独自のものを製一作せねはならないということであろう。もちろん、「規格品」  

よりは各学校の事情にあった教材の方が良いことほ明らかであるが、教材製作がLL担当教官  

にとって非常な労働負鍵になることを考えれは、決して理想的な状態であるとはいえない。む  

しろ、全国的な組織－たとえば、語学ラボラトリー協会（LLA）－が、言語学や学習理  

論に従って何種類かの規格的な教材テープ・レコードを作り、各LLほその中から適当と思わ  

れる教材を選び、修正して使用するのが良いと思う。特に、中学や高校の段階においては、こ  

のような「規格品」ほ容易に実現できるであろう。   

しかし、特殊な教材を必要とするときには、「規格品」ではまに合わないので、市販のテー  

プやレコード、また、native speakersなどを使って製作せねはならない。が、本学のような  

地方大学において、吹込老として適当と思われるnative speakersを発見することは非常に  

困難である。さらに、吹込者としての外人に必要な予算を獲得するのも容易なことではない。  

吹込老として適当な外人のあっせんや吹込料の「公定価格」の決定などを、LLAで行うわけ  

にほいかないものか。また、各学校の注文通りに、安価に教材テープ・レコードを製作する  

「教材製作センター」といえるような検閲ができれは、LLは理想的に運営されるであろう。  

6、3 授業と運営・管理   

正規の授業とLLとをどのように組み合わせるかというのが一つの問題である。一般教育課  

程ではLLにおける学習がすなわち「正規の授業」ということになるから、問題はないが、専  

門課程においては、言語運用能力開発のための学習は本来の目標ではなく、本来の目標を達成  

するための祷助的な手段といえる。専門課程の場合にも、特殊な科目一一たとえば音声学－   
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においては、LL学習そのものが「正規の授業」と呼ばれるぺきものであるが、それでもやほ  

り、「正規の授業」時間の全体をLLで使い、まったく「講義」のための時間がないというの  

も問題であろう。理想的にいえは、「正規の授業」時間には「講義」なり「演習」（これはL  

Lを使わない）なりを行い、LLを使っての学習は余暇を利用するのが良い。そして、1週  

間のうち何時聞かを「録音日」とし、その過に使用を予定されるLL教材と自習用の教材とを  

すべて録音させてしまうことにし、LL教材録音のための時間が「正規の授業」にくい込まな  

いようにするのが望ましい。本学の場合、現在の専門の時間割でほ、1週間中ほとんど毎時間  

授業があるので、「録音目」設置ほ不可能である。なぜなら、「録音目」というのはなかば  

「義務的」なものであるので、他の授業との並設ほ避けた方が良いからである。   

5、2「管理」のところでのぺたようにLL担当教官の負担が非常に大きいことは疑う余地  

がない。「完全なLL」として出発する本年度はその負捜がさらに大きくなることほ充分予想  

できる。もちろん、LL専任の教官の予算が認められれば問題ほないが、これほ実現が困難で  

あると思われる。当分は、英語教官がLL担当者を兼務せねばならないであろう。しかし、そ  

の時には、LL担当者の通常の仕事（授業・校務など）の負担ほ蜜城されるのが当然であると  

いえる。このことは次の発言にも明かである。   

Do cutin half the teachir唱load of thelab director㌻and allow released time for al1   

teachers who preparelab materials．1）   

とにかく、たとえLLがどんなに大きな効果を上げたとしても、LL担当教官が過労にな  

り、自分の研究の時間も十分にとれないというのでは、問題があろう。  

V LL学習の効果について  

LLを使用する学習がどの程度効果を上げうるものか、いまだ明らかでない。64年度におけ  

る本学のLLほ実験的利用の城をでなかったが、「音声学」と「英語学演習」の時間にほ、か  

なりの時間LLを使用した。「音声学」においては期待していたほどの効果ほ見られなかった  

が、「英語学演習」の聴解力開発でほかなりの効果があがり、「能動的リスナー」の段階でも、  

少なくとも聴解力の面において、相当期待されるぺきものがあることがわかった。なお、65年  

には、「完全なLL」における発表能力面の学習効果を測定すべく準備中である。  

1、聴解能力面における学習効果  

（1）教材……∴…・WorldTopics，1、2、3、4、5  

（如 こ学全数………… 30～32人（専門課程）  

（3）調査試問…‥・…… 1964年10月から12月   

学生ほ1逸聞に1度LLに入り、‘lWorldTopics”を開き、印刷した「聴解テスト」を受験  

する。答を書く前に同一教材を2固またほ3回国くことができる。「聴解テスト」には、教材  

の内容についての設問が7から10与えてある。設問の60％以上に正解した場合には、その教材  

をパスしたものとみなすが、60別こ：逢しないときには同じ教材を何回もくり返し学習させ、何  

回目にパスしたかを記録した。（第3図参照）   

左たて欄にほ、受験者の中でパスした学生の数がパーセソティジで、また、横欄には、LL  

1）ア鮎Cb地ダe上d陀夕脚絆ム血γαわγⅣ（1961），P．110．   
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に入った回数が、それぞれ示されている。表  

中にカツコした数字は“World Topics”の番  

号であり、（1）（2）（3）酬5ゆ順序で使用した。な  

お、右たて欄（②（塾⑧（参⑤）は最後までパス  

できなかった学生の全学生に対るパーセソテ  

ィジである。   

教材の内容ほ、できるだけ同程度のものを  

選び、「聴解テスト」の内容も均質に保つよ  

うに努力したが、結果的にみると、やや差が  

あったようである。（たとえば、（3）はやさし  

すぎたようである）。が、上図によると、1  

回目と2回目にLLに入った学生が、学習が  

進むにつれて、パスする率が明らかに大きく  

なっていくのがわかる。同じ事実ほ、「最後  

までパスできなかった学生の全学生に対する  

パーセソテージ」にも示されている。何回位  

LLに入るのが妥当かという点については、  

上図から見ると平均2回といえる。したがっ  

て、“WorldTqpics”程度の聴解教材を「完  

全なLL」で学習するときは、学生は週に2  

受
験
者
の
中
で
「
パ
ス
」
し
た
も
の
の
百
分
率
 
 

LLに入った回数  

第3図 聴解面における学習効果  

回位LLを利用すればよいと思う。なお、LLに2回入るというのほ、同一教材を2回聞くと  

いうことでほない。なぜなら、既述のごとく、LLに1回入ると同一教材を2、3回聞くこと  

になるからである。とにかく、聴解力開発用教材に関するかぎり、「能動的リスナー」の段階  

でも相当効果が期待できることは断言してよいと思う。  

2、音声認知面における学習効果  

（1）テスト用教材……… Ladoの「日本人のための聴覚テスト」  

（2）学生数……… 60人（専門課程）  

（3）調査日・……‥1964年6月と12月   

LLを授業に利用する前の6月に、Ladoテストを行い、12月に同じテスト・を行った。6月  

から（げんみつには、10月から）12月までに使った音声教材ほ／e／vs／Ze／，／ey／vs／e／，／e／vs  

／i／，／iy／vs／i／，／Oh／vs／ow／，／uw／vs／u／であり、子音、抑揚、リズムなどは全然行っていな  

い。もっとも、母音の練習枠ほ単語や文にしたから、母音以外の要素も間接的に練習していた  

ことになる。なお、学習・テストに使用した設備は「能動的リスナー」である。   

「困難度序列カーブ」の左たて欄は正解率（％）であり、下欄には、問題項目が困難度が大  

きい順に配列してある。表中の点線は6月の成績、実線ほ12月のそれである。カーブが上にあ  

る方が成績がよいことになる。筆者は、6月のカーブよりはるかに上方に12月のカーブが現わ  

れることを期待していたが、上図に関するかぎり効果があったのか、なかったのか不明である  

といわざるをえない。このことから、64年度の「音声教材」にほ何らかの欠陥があるとみな  

し、現在のところ次の点に注意しながら、再編集を試みている。   
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正
解
率
（
％
）
 
 

問題項目（困難度の大きい順に配列）  問題項目（困難度の大きい順に配列）  

第4国 母音における匪難度序列カーブ  第5因 子音における匪難度序列カーブ   

（1）練習の枠としてほ単語よりも文を多く使う。  

（2）教材を短かくし、一定期間に、母音ばかりでなく、子音、子音群、連接、抑揚など、音  

声練習のすぺての面を学習できるようにする。  

（3）対立項目（たとえば／e／vs佃／）の各々を1つずつ独立に扱う部分より、対立として扱  

う部分（たとえば／bet／vs／baet／）を長くする。   

勘 強化のためテストの改良。   

なお、それと同時に、単音の認知面の学習効果測定法として、Ladoの「日本人のための聴  

覚テスト」が最良のものであるかどうか、という点も検討中である○  

ⅤⅠあ と が き  

まず、ⅡとⅢのところでは、LLに関する一般論を述べ、Ⅳでは岩大のLLの紹介と実際に  

使用した経験を述べ、最後にⅤにおいては、LL学習の効果について簡単に述べたo   

LLそのものについて述べる前に、我々ほLLの英語教育上の位崖づけを行い、同時にL  

Lがどのような概念の上に立っているのかを見る必要があった。我々が設定した英語運用能力  

開発の目標ほ、通常の教室での授業を前提とするかぎり、実現が困難であるといえる○ しか  

し、我々ほ大学 【 特に、専門課程－の本来の使命を学問研究であると考えるのであるか  

ら、学問研究のための最低条件である言語運用能力の目標ほ達成されなければならない○が、  

現実にほ、学問研究の前の段階で非常に多くの問題があり、学問研究の段階に入っても、基礎  

的な言語運用能力の不足のため、期待されるような成果が実現しなかった。この問題を解決す  

べく我々ほLLを導入した。   

LLについてしばしば聞かれる誤解ほ「LLに入れば会話がうまくなるだろう」ということ   
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である。しかし、筆者はこの考え方ほ基本的に観点がずれているし、時にほ：危険な考え方であ  

るともいえると思う。筆者のLLの定義は「全威力のある言語組織を自動的習慣として学習者  

の潜在意識の中に定着させるための設備」となる。したがって、LLで十分学習すれば、そう  

でない時よりも、現実の会話へ、より早く移行していけるということはいえるが、LLを出る  

やいなや流暢な外国語をしやべり出すなどとは考えられない。LLの学習を現象的にみれば  

「会話の練習」をしているように見えるかもしれないが、実際にほ、「聞き」、「話す」とい  

う過程を利用して、頭の中に「生成力のある言語組織」を定着させているのである。実際に言  

語を使うときには「場」（situation）その他の多くの要素が入りこみ、事態は非常に複雑とな  

る。   

Ⅳでは岩大のLLについて述べたのであるが、非常に大きい問題が残されていることほ明ら  

かであろう。最も大きい問題はやほり、LL要員の必要ということ、次の問題としては、LL  

運営・教材購入などの予算のねん出ということになる。特に、LLが特定学科例えば英語科に  

所属しているような場合にほ予算獲得が非常に困薙になる。実際にほ、LLで学習する学生は  

英語科の学生ばかりではないのであるから、全学的な観点からの理解がほしいものである。   

Ⅴにおいてはごく簡単にLLにおける学習効果について述べたが、65年度には発表面におけ  

る効果ばかりでなく、認知面における効果も再検討して、あらためて詳述してみたいと思って  

いる。   

なお、LL学習におけるテストについては本稿では扱わなかった。   

最後にLLAに期待する2つのことを記しておく。  

（1）「教材製作センター」の設立  

（勿 LLAによるnative speakersのあっせんと吹込料の「公定価格」の決定。  

（65年4月20日）  
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